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原発巣の診断が困難であった腎細胞癌の2例
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   RENAL CELL CARCINOMA, PRIMARY LESION OF WHICH 

   WAS NOT EASILY  IDENTIFIED  : REPORT OF TWO CASES 

           Mutsushi KAWAKITA, Juichi KAWAMURA, Shuichi  HIDA. 

            Kenji  Ooism, Kenichiro OKADA and Osamu YOSHIDA 
            From the Department of Urology, Faculty of Medicine, Kyoto University 

                           (Director: Prof.  0. Yoshida, M.D.) 

   We report two cases of renal cell carcinoma, primary lesions of which were not diagnosed 
at an early stage. 

   The first case was a 58-year-old woman, who had nephrectomy due to staghorn calculus 
of left kidney. Fifteen months later, she died of metastatic cancer whose origin was unknown 
until the left kidney was re-examined. It was sarcomatoid renal cell carcinoma. 

   The second case was 43-year-old woman, who had amputation of right index finger 

due to metastatic tumor. Renal cell carcinoma was highly suspected, but no tumor could 
be found in her kidneys although various urological examinations were performed. Two 
years later, abdominal CT scan showed a space-occupying lesion  (SOL) of left kidney. She 
had left nephrectomy, and the origin was finally identified. 

Key words: Renal cell carcinoma, Urolithiasis, Hand metastasis

は じ め に

転移病巣の症状が初発として現われては じめて,腎

腫瘍の存在を知るという,い わゆるsilentrenaltu-

morの 症例はかなり多く報告 されているが,わ れわ

れは臨床的な検索では原発巣の診断が困難であった腎

細胞癌の2例 を経験 したので,若 干の文献的考察を加

えて報告する.

病 例1

患者:58歳,女 性

主訴1反 復する尿路感染症

既往歴 特記すべきことな し

家族歴:特 記すべきことなし

*現:滋 賀県立成人病セソター

現病 歴 ・1980年9月,頻 尿,残 尿 感,下 腹 部 不 快 感

出 現 し,内 服 薬に て軽 快 した.以 後1981年9月 ま でに

同 様 の こ とを5～6回 繰 り返 し,近 医に て 左腎 結 石 を

指 摘 され,9月9日 当科 初 診KUB,DIPに て左 サ

ンゴ状 結 石,1tnon-visuaiizingkidneyを 認 めll月

9日 入 院 とな った.

入 院 時 現症:体 重55.5kg血 圧140/70脈 拍84整

結 膜 に 貧血 な し黄 疽 な し 肝 を 右 季 肋 部鎖 骨中 央 線 上

で1横 指 触 知 腎触 知 せ ず

入 院 時 検査 成 績:

尿所 見.蛋 白(±),糖(一),赤 血 球0-1/hpf,

白血球lo-15/hpf,尿 培 養(一)

血液 所 見RBC374×104/mm3,Ht34.390,Hg

l2.29/dl,WBC4,500/mm3,Plat.18.2xIO4/mm3

出 血 時 間3分,凝 固時 聞7分,GOT281UILGPT

281u/L,LDH1461UIL,ALP561UIL,血 清総
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Fig.1.KUBofcasclshowsleftstaghorn

calculUS

i蛋白7.7mg/dl,BUN16mg/d1,CrO.8mg/di,

UricAcid5・9mg/dl,FBS74mg/dl,Mg2.5mg/

dl,ca9・omg/d1,P3.8mg/dl,Nal41mEq/L,

K4・3mEq/L,cllo6mEq/L,EsR47mm/hr

胸 部X線 写 真,心 電 図=異 常 を認 め な い.

KUB,DIP左 サ ンゴ状 結 石 を 認 め,左 腎 よ り造

影 剤 の排 泄 を認 め なか った(Fig.1,2).

99mTc-DMSA腎 シ ンチ グ ラ フ ィー 摂 取 率 右27劣 ,

左3%

VCG:VURを 認 め な い.

経 過lI981年ll月20日,左 腎 摘除 術 を施 行 した.腎

と周 囲 組 織,腹 膜,副 腎 と の癒 着 が 認 め られ た.病 理

組 織 で腎 は 実 質 の変 性,萎 縮 が 著 明 で,chronic三n-

terstitialnephritisと 思 わ れ た.

術 後 経 過 良 好 で12月6日 退 院 した.

1982年3月 感 冒様 症 状,全 身 倦怠 感,発 熱 が 出 現 し,

5月 当院 内科 に て慢 性肝 炎,貧 血 を 指 摘 され た.こ の

問6週 間 に6.5kgの 体 重 減 少 を認 め た.以 後 不 明熱

持 続 す るた め,9月19日 内科 に 精 査 入 院 とな った,

内科 入 院 時 現 症=体 重45.5kg,血 圧114/72,脈 拍

116整,結 膜 に 中 等度 の貧 血を 認 め るが 黄疽 は認 め な

い,麦 在 リ γパ 節触 知 せ ず.左 右 季 肋 部鎖 骨 中央 線 上

で,肝 を3横 指,脾 を2横 指 触 知 す る.体 温37.8℃

内科 入 院 時 検 査成 績:

尿 所 見1異 常 を認 め な い.便 潜 血(一)

Fig.2. DIPofcaseIshowsleftnQn.visualiz旦ng

kidney

血 液 所 見 ・RBC329x104/mm3,Ht28%,Hg9.1

9/d1,WBC3,000/1nm3,P!at.24.1×104/mm3,出 血

時 間3分,フ ィ ブ リ!一 ゲ ン616mg/dl,GOT36

1U/L,GPT251UIL,LDH3631UIL,ALP87

1U/L,血 清 総 蛋 白8.工9/dl,BuN10mg/dl,Cr

O.8mg/dl,UricAcid3 .6mg/dl,Mg2.4mg/dl,

Ca8・3mg/dl,P3.1mg/dl,NaI39mEq/L,K

3・9mEqlL,clIolmEq/L,ESR178mm/h】,cRP

(+5),ツ 反:強 陽 性,

X線 写 真に て 脊椎 骨 に 破 壊 性 の変 化 を 認 め,Ga腫

瘍 シ ンチ グ ラ フ ¶一,99mTc骨 シ ンチ グ ラ フ ィーに て

多発 性 に 異 常 集 積 を 認 め,転 移性 骨 腫瘍 が疑 わ れ た.

胸 部GTス キ ャ ン:縦 隔 に 腫 瘤 を 認 め た.

内科 入 院 後 経 過:原 発 巣 の 検 索 と して,消 化管 透

視,腹 部CTス キ ャ ン,腹 部超 音 波 断 層,IVP,膀

胱 鏡mammography,婦 人 科 的 検 索 施 行 す る も,異

常 所見 は得 られ なか った.肝 生 検 に て,非 特 異 的 反 応

性 肝 炎 の 像 が得 られ た.

毎 日37～39℃ の抗 生 剤 に 抵 抗 性 の 発 熱 が あ り,

1982年ll月 ～12月 抗 結 核 療 法 を お こな う も反 応 せ ず,

1983年2月1乎 吸 困難 増 強.2月27日,腎 摘 後1年3カ

月 で,癌 性悪 液 質に て 死亡 した.

剖 検時 所 見 ・ 脊椎 骨(L2,3),同 周 囲 リンパ 節,左

縦 隔 リンパ節,肺 門 リ ンパ 節 に 転 移 性 腫 瘍 を 認 め た.

病 理 学 的 に 腎細 胞1幽 の転 移 が 疑 わ れ た が,右 腎 は 代償
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性 肥大 を認 め る も悪性 所 見 は なか った.肺 は 線維 症 お

よび気 管 支 肺 炎 の像 を 呈 し,脂 肪 肝(1,360g),脾 腫

(990g)が 認 め られ た.

病 理 医 に よ る再 三 の 検 索 で も原 発 巣 が 確 認 で きな い

た め,1年3ヵ 月 前 サ ン ゴ状 結 石 に て摘 出 した 左 腎 を

再 度 検 索 してみ た と ころ,径2c・nの 腎 腫 瘍 が発 見 さ

れ た(Fig.3),病 理 組織 で はspindlecellが み られ,

sarcomatoidrenalcellcarcinomaと 思わ れ た

(Fig.4).

症 例 2

患者:43歳 女性

主訴:右 示指の疹痛 。腫脹

既往歴:甲 状線腫にて左甲状腺摘除(42歳)

家族歴:特 記すべきことなし

現病歴ll981年1月 右示指の疹痛 ・腫脹を訴え,3

月19日 当院整形外科を受診.X線 写真にて右示指基節

骨にosteolyticな 病変を認めた(Fig.5).右 示指基

節骨腫瘍の診断のもと,5月8日 掻爬,骨 移植をおこ
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F19.9. Selectivcrenalangiographyofcase
2(Aug.,1983)

な い,病 理 に て上 皮 細 胞 を 認 め た.5月20日 当科 を 紹

介 され た が,尿 検 査,IVP(Fig.6)に て異 常 を 認 め

ず,腹 部CTス キ ャ ン(6/10)(Fig.7).骨 シ ンチ

(6/15)に て も 腫瘍 を 疑 わ せ る 所 見 は 得 られ なか っ

た,7月7日 中 手 骨 よ り右 示 指 摘 除.病 理 に てclear

cel1を 含 む 腫 瘍 細 胞 が,血 管 に 富 む 細 い 間 質に よっ

て分 断 され,nestsを 形成 して 増 生 して い る のが 認

め られ,腎 細 胞 癌 の転 移 を 強 く疑 わ れ た(Fig.8).

8月lo日 腎 動 脈 造 影(Fig.9)施 行す る も異 常 所 見 は

認 め な か った.

原 発 巣 不 明 の ま ま8月22日 退 院.胸 部X線 に て 左 下

肺 野 に転 移 性 の肺 腫 瘍 も疑 わ れ て い た ため,以 後 胸 部

研 内科 に て経 過 をみ て いた と ころ,1983年10月5日 腹

部CTス キ ャ ン(Fig.10)に て左 腎 腫 瘍 を 認 め,10

月13日 当 科に 再 来 した.IvP(Fig.11)に て2年 前

に 比 べ,上 腎杯 間 の開 大 を 認 め,IO月20日 当科 に 入 院

した 。

入 院 時 現症:体 重48kg,血 圧lIO/80,脈 拍108整

結 膜 に 貧 血,黄 疽 な し,肝,腎 を触 知 しな い.

入 院 時 検 査成 績:

尿所 見1異 常 な し

血 液 所 見.RBC395×104/mm3,Ht33.5%,Hg

11.49/dl,wBc5,700/rnm3,Plat,28.9xlo4/mm3

GOTI41u/L,GPTIIIUIL,LDH3291U/L,

ALP301u/L,血 清 総 蛋 白7.49/dl,BuNI2mg/

dl,Cro.7mg/dl,UricAcid2.2mg/dl,FBS86

mg/dl,Mg2.6mg/dl,ca8.9mg/dl,P2.8mg/

dl,Na139mEq/L、K4.1rnEq/L,CIユ04mEq/L,

ESR25mm/hr.

経 過lIO月25日 腎 動 脈 造 影 術 施 行(Fig.12).左 腎

上 部外 側 に 腫 瘍 血 管 を 認 め た 。Il月 ユ日左 腎 摘除 術 施

行 し,径3cmの 黄 白色 の腫 瘍 を 認 め(Fig.13),病

理 組 織 に てgranularお よびclearcelltypeの 腎 細

胞 癌 を 確 認 した(Ffg.14).

ll月17日 よ り,肺 転移 巣(Fig.15).に 対 し イ ンタ

ー フ ェ ロ ン療 法 中 で あ る.

考 察

腎細胞癌のなかには,興 味ある経過をとるものを経

験することが ときとしてある.わ れわれは臨床的に原
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発巣を診断しえなかった腎細胞癌を経験したが,診 断

技術の進歩した現在でもこのような症例が存在するこ

とを肝に銘 じたい.

第1の 症例は,腎 結石に腎腫瘍が合併したものであ

る.尿 路結石と尿路上皮腫瘍の合併は数多く知 られ,

われわれは腎結石の症例に対 し腎孟種瘍の有無には気

を配るが,結 石と腎実質腫瘍に対してはあまり目をむ

けない,

腎細胞癌と尿路結石の合併はまれで,そ の発生頻度

はO.9～4%ト3)と 報告 されている.こ れに対し腎孟

腫 瘍 と尿 路結 石 の 合併 は26.3～48%4馬6)と の 報 告 が あ

る.本 邦 で は,1907年 内藤 に よ り腎 細 胞 癌 と尿路 結 石

症 の 合併 が報 告 され て 以来,こ れ ま で の 自験 例 を含め

40例 の 報 告 が あ る7,s)(Table1).

性 別 は,男32例,女8例 と男 性 に 多 く,年 齢 は,38歳

～74歳(平 均57歳) ,50歳 代20例,60歳 代9例,40歳 代6

例,70歳 代4例,30歳 代1例 と な っ て い る(Table2).

患 側 は,右20例,左18例,不 明2例 と左 右 差 を 認 め

な い.主 訴 は,血 尿 が26例,落 痛 が16例 と多 く,腫 瘤

を 触 知 した もの は3例 にす ぎな い(Table3).
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臨床 的 に 腎 腫 瘍 を 診 断,あ る い は疑 った も のは20例

(50%)で あ り,結 石合 併 時 の腫 瘍 の 診 断 が い か に 困

難 であ るか を 物 語 っ てい る(Table4).尿 路 結 石 症

に 対 し,血 管 造 影 やCTス キ ャ ンな どの検 査 を お こ

な うこ とが少 な い こ とが,そ の理 由 の ひ とつ と し て考

え られ る.

腫瘍 と 結 石 の因 果 関 係 に つ い て は,3つ の 説 が あ

る.JacobyS)は,結 石 の 慢性 刺 激 に よ り 腫 瘍 が 発 生

す る とい う,結 石一 次 説 を と なえ,RemeteiO)は,腫

瘍 の 発 育に よ り腎孟 腎 杯 の尿 の通 過 障 害 を きた し,そ

のた め結 石 が 発 生す る とい う,腫 瘍 一 次 説 を とな え て

い る.ま た,Gthtgemannii)は,腫 瘍 と結 石 の 合 併 は

偶 然 の一致 で あ る と い う,偶 然 説 を 主張 して い る.

第1の 症例 で は,結 石 と腫 瘍 の 因 果 関 係 は定 か では

ないが,結 石 の合 併 のた め に,自 覚 所 見,他 覚所 見

画像 診 断 な どに よ る腎 細 胞 癌 の 診 断 が 困 難 で あ った と

思 われ る.結 石 な ど の良 性 疾 患 に お いて も,常 に悪 性

疾患 を念 頭 に 入 れ,摘 出標 本 の念 入 りな 検 索 が必 要 で

あ る.

第2の 症 例 は,手 指 骨 転 移 巣 の病 理 標 本 に て 腎 細 胞

癌 を疑 わ れ た に もか か わ らず,泌 尿 器 科 的 検 索 では,

当初,原 発 巣 を 診 断 しえ なか った 例 であ る.

腎 細胞 癌 の診 断 時 に は,25～5760i2-14)に す で に 転

移 を 認 め,さ らに23%i3)は2ヵ 月か ら15年 の 間 に 転 移

を生 ず る よ うに な る といわh.て い る,

日本病 理 解 剖 集報(1959年 ～1977年)15)に よれ ば,

1293例 の腎 細 胞 癌 の 転 移 部位 は,肺76%,リ ンパ 節66

%,骨42%,肝41%,対 側 腎23%,同 側 副 腎17%と な

って い る、 骨 転 移 の生 じや す い 部位 は,脊 椎 骨46%,

肋骨24%,大 腿 骨12%,骨 盤 骨12%,胸 骨7%と な っ

て お り,末 梢 骨 は 非 常 に まれ で あ る.
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脊椎 骨,骨 盤 骨 に 転 移 の 多 い理 由 と して,Batson「s

paravcrtebralplexusi21i4・i6)が 考 え られ て い る.肺

転移 を有 さな い もの で も,腎 と脊椎 周 囲 の 静 脈 に 交通

が あ る ため,直 接 脊 椎 骨 へ 転移 す る可 能 性 が い われ て

い る.

外 国 語文 献17～22)に よれ ば,転 移性 手指 骨 腫 瘍 が161

例 報告 され て お り,そ の 原 発 巣 は,肺 癌75例(45・3

%),乳 癌18例(ll.2%),腎 癌18例(11.2%),結 腸

癌61列(3.7%)と な っ て い る(Table5).

症 例2は,手 指 骨 転 移 巣 を 初 発症 状 と し,し か も,

毅

多

1レ

輪 、

禦ge

Fig.12.

蕩

Selectiverenalang量ographyofcase

2(Oct.,1983)

畿 ・嘱

,鼠1

ぐ、い＼ い 、層

:罵 ㍉轟 槻
・ぎ

2

驚 翁

賜 謎

軍

ノ

ヤ

ノ

ノ

'、
・}、

熱,

、〆

》1
'・L嚇 、 、・ ・ 、」

畿 →離 磁

Sl・ ・ 、こtl
-lt・"t.t,

6ξ

声

驚聴讐 鮮
、 ・鷹

餅 避 幅7x'

Fig.13.Grossappearanceoftheremovedleftkidney

虚学
・ ダ



470 泌尿紀要31巻3号1985年

τ 、 一`'
・,,,咳 吻'謙 選 ∵∵伽

黛 鰻i強
懲 複 〕難
と の、
`

Fig.14.

8
・呈

⑦ σ

,9

嘘o

涌e

繋
緩鰹簗

Histologicalfindingincase2showsrenalcellcarcinoma

consistingofgranularandclcarcel星s

Bell25)は,径3cm以 下 の 腎 腫瘍 に 転 移 の少 な い

こ とか ら,こ うした もの を 良性 のadenomaと い う,

と述 べ て い る が,わ れ わ れ の 経 験 した2例 の よ うに

3cm以 下 の腫 瘍 で も早 期 に 転 移 を き たす こ とが あ る

のは,腎 細 胞癌 の 特異 な性 質 の ひ とつ とい え る.

Bennington24)は,前 立 腺 癌 でい わ れ て い るoccult

cancer,latentcancerの 概 念 を,径3cm以 下 の

腎腫 瘍 に も適 応 で きる と述 べ て い る.症 例1は,腎 摘

時 に はlatentcancer,症 例2は,occultcancerで

あ った と いえ る.症 例2で は 転 移 巣 の 出 現 前 に原 発 巣

を 発見 す る こ とは 不 可 能 と思 わ れ,診 断 の 限 界 を痛 切

に 感 じた症 例 であ った.

腎細 胞 癌 に 対 す る有 効 な 治 療 法 の 確 立 され て い な い

現 在,こ う した 発 見 の困 難 な 腎 腫 瘍 を,い か に見 逃 さ

ず に 診 断 で きるか,そ して早 期 に 治 療 で き るか が,も

っ と も重 要 な 課 題 で あ る.

Fig.15.ChstX-pofthecase2(Nov.,
1983)showsmultiplemetastatic
lcsions

臨床的に原発巣を診断しえなかった症例である.転 移

巣発見時,原 発巣は大きくても径1cm以 下で あっ

たと思われる,

腫瘍のSizeの みから,そ の悪性度を判断すること

はできないが,大 きな腫瘍ほど予後が悪い傾向に あ

る14)す なわち,原 発巣のSizeが 大 ぎくなるほど転

移の頻度が高くな り23),その間には一次的相関がある

といわれている24).

結 語

臨床的に原発巣の診断が困難であった腎細胞癌の2

例 を報告し,若 干の文献的考察を加えた,

なお,本 論文 の要 旨は,第106回 日本泌尿器科学会関西地

方会に おいて 発表 した.
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Table1.Thecasesofrenalcellcarcinomaassociatcdwithurolithias三s三nJapan

報告者 年齢 性 患側 主訴 臨床診断 文献

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

η

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

3ア

38

39

40

内藤

原田 ・ほか

〃

高橋 ・岩下

土屋 ・神藤

後藤 ・小林

中野

大越 ・生亀

榊原 ・曽布瑚

北村

力日藤 ・ほか

古野 ・ほか

糸井 ・古武

弘中 ・平 山

志賀

岡 ・杉浦

竹内 ・ほか

酒井

大室 ・ほか

カロ藤 ・ほ三力・

〃

重松 ・ほか

真田 ・ほか

福島 ・ほか

疋田 ・ほか

森田 ・ほか

藤岡 ・ほか

佐々木 ・ほか

〃

福岡 ・ほか

勝岡 ・鮫島

湯浅 ・ほか

西本 ・ほか

〃

津久井

斉藤

柿木 ・川原

南 ・田崎

平岡 ・ほか

自験例

55

59

42

54

38

63

46

72

68

55

55

71

40

60

55

42

67

52

56

55

50

65

52

72

66

51

40

58

69

62

59

52

59

58

56

68

74

47

58

男

女

男

男

男

男

男

女

男

男

男

男

女

女

女

男

男

男

女

男

男

男

男

男

女

男

男

男

男

男

男

男

男

男

男

男

男

男

男

女

左

右

右

右

右

右

左

不明

右

左

左

右

左

不明

右

左

右

右

右

左

左

右

右

右

左

右

左

右

左

左

左

左

右

左

左

右

右

右

左

左

血尿,痙 痛

倦怠感,右 側腹部痛

血尿,右 下腹部疵痛

無症候性血尿

右腎部腫脹,痙 痛

血尿

血尿,左 上腹部腫瘤

無症候性血尿

血尿,尿 閉

血尿,尿 閉

血尿

胃腸症状,不 明熱.顕 微鏡的血尿

腰痛

血尿,排 尿痛

左側腹部鈍痛

血尿,右 側腹部癌痛

無症候性血尿

血尿,右 側腹部痛

血尿,左 季肋部痛

血尿,尿 閉
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血尿

血尿

発熱

血尿

蛋白尿,食 欲不振
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血尿
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腎結石,腎 腫瘍疑

腎結石

腎腫瘍

腎結石,腎 結核

結石性水腎症
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尿管腫瘍
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腎結石

尿管結石,腎 腫瘍
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腎結石,腎 腫瘍

尿管結石

サ ンゴ状結石
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5
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8

2

01

16
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